
１．はじめに

本工事は，京王線の府中駅南口地区の再開発を目的と

して計画されたものである．府中駅南口の再開発は，３

工区にわかれており，その内の１工区については，平成

８年３月に百貨店として営業を始めている．当社が担当

している高層住宅及び商業施設の工区は，平成１４年１０

月より工事を着工している．当初の工事計画は，住宅部

分を準逆打工法（住宅棟：以下A工区），商業部分を順

打（商業棟：以下B工区）を採用し，住宅の高層部分

では PCa 工法を採用して工期の短縮をはかった．しか

し，工事着工時に遺跡調査による約１ヵ月半の工事着工

の遅れ，準逆打工法を採用による工期短縮をはかったと

しても工程的に非常に厳しい工事であった．

したがって，一般的に行われている１F先行床による

準逆打工法の他に，SRC造（１F～６F）と RC造（７F～

２８F）の構造が変わる６Fにも先行床を構築する２層の

先行床を設定した準逆打工法を採用することとした．こ

のことによって，地下，地上低層部分および地上高層部

分の三ブロックを同時に施工することが可能になりさら

なる工期短縮につながった．

本報告では，この工事の概要について簡単に報告する

ものである．

２．計画概要

� 工事概要

工事件名：府中駅南口第三地区第一種市街地再開発施

設建築物新築工事

工事場所：東京都府中市宮町一丁目地内の一部

建 築 主：府中駅南口第三地区市街地再開発組合

設 計 者：株式会社 日本設計

監 理 者：株式会社 日本設計

施 工 者：西松・京王・林・関根・田丸屋建設 JV

全体工期：平成１４年１０月１日～平成１７年２月末日

主要用途：共同住宅，物販店舗，飲食店舗，遊戯場，

複合映画館，駐車場

構造・規模 構造：S造，SRC造，RC造

階 数：地下２階，地上２８階，塔屋２階

敷地面積：７,２６６.４１m２

建築面積：５,９２１.８６m２

延床面積：６３,６０４.７７m２

３．工程比較

１F先行床および２層先行床の工程表を表－１に示す．

� １F先行床

本建物はA工区の高層住宅およびB工区の複合施設

が併用している建物であり，工事期間もA工区，B工

区の商業施設のボリュームを考慮すると，約２９ヶ月の

工期では非常に厳しいものであった．したがって，A

工区部分の工事を準逆打工法を採用することによって工

期の短縮をはかった．工事の流れは，A，B工区ともに

掘削工事から開始し，４次掘削，５次掘削をそれぞれ３

ヶ月，６ヶ月の工程とした．A工区は掘削終了後，B工

区に先行して耐圧盤を構築し，地下鉄骨を行い，準逆打

である１F床を先行して構築する．その後，１F床を境

に地下と地上の躯体工事を同時に進行する．地下躯体は

先行床施工後，約６ヶ月で躯体を終了し，地上躯体は先

行床の後地上鉄骨の建方を行い，地上２８Fの PCa 終了

までに約１３ヶ月を要している．それに対しB工区は，５

次掘削終了後地下鉄骨の建方を約２ヶ月，地下躯体を６

ヶ月で構築し，その後地上鉄骨および躯体を７ヶ月で上

棟することとしている．しかし，A工区躯体上棟より５

ヶ月弱で竣工に至るために準逆打工法を用いても非常に

厳しい工程である．

� ２層先行床

当初の１F先行床の工程では躯体上棟から竣工までの

工程および工事着工までの遅れを取り戻すことが非常に

難しく，現状の施工方法では工期内に納めることができ

なかった．したがって，本工事においては，A工区地

上高層部分の工事がクリティカルになると考えられ，い

かに地上躯体（PCa 工法）の着工を早めるかに着目し

た．この場合，すでに採用している１F床先行で準逆打

工法をさらに地上のN階に設定することによって地上

躯体を早く着手できると考えた．その結果，地上６Fまで

が SRC構造，６F以降がRC構造であることから，６F床

に先行床を設定し，２層先行床による準逆打工法とした．

この場合の工程は，A，B工区の地下工事は１F先行

床の工程と同じであり，またB工区の地上に関しても

同じ工期日数となる．

しかし，A工区地上鉄骨が終了した時点より約１０ヶ

月半で上棟し，当初計画の１３ヶ月よりも２ヵ月半の工

期短縮となった．
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４．２層先行床の施工方法

２層先行床の施工方法のフローを図－１に示す．

２層先行床の準逆打工法の施工手順は，A，B工区とも

に�地下掘削から工事を開始する．掘削工事が終了後，
�地下鉄骨工事を行う．地下鉄骨工事が終了すると，B
工区は，順打工事のために�地下工事，�地上鉄骨，�
地上の躯体工事へと移行していく．それに対し，A工

区は，準逆打工法を採用しているので，地下鉄骨が終了

すると，�１F先行床の構築となる．１F床の構築が終了
すると，地下に関しては，�躯体の構築，地上に関して
は１F床の養生期間を経て�地上鉄骨工事へと移行す
る．一般的な準逆打工法では�，�を１Fより構築して
いくことになる．しかし，２層先行床の場合は，�地上
鉄骨終了後に�６F先行床の構築を行う．その後は，�１
F～６F，�７F～PHの上下同時躯体の施工となる（�地
下躯体の施工も同時進行）．

５．おわりに

本工事は，当初計画より工事の工法を大きく変化させ

た．それは，今までにない２層先行床準逆打工法を採用

することによって，厳しい工期をクリアーできると考え

ている．現在，当工事は着実に工期を短縮しながら工事

を進めている．

しかし，先行床が２層あることによる資材揚重計画，

導線，上下作業による安全の確保は非常に難しいもので

ある．また，施工上の制約があり，構造的にN層（地

下，地上ともに）の躯体が完了していなければN＋n層

の階の工事を進めることができない状況があり，施工サ

イクルが軌道に乗るまでクリティカルの管理を常に行い

施工する必要がある．

図－１ ２層先行床施工フロー

表－１ 工 程 表
１F先行床準逆打工法

２層先行床準逆打工法
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